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要約と結論(戦略的なIT活用にむけて）

金融サービス業におけるIT活用の変化

業務プロセス向上のためのIT（内向きのIT）からサービス向上のためのIT（外向きIT）への転換

伝統的なビジネスと証券ビジネスとの融合の時代

金融サービスにおけるワンストップ化が加速 ⇒ 個人・法人の金融ニーズが多様化、複雑化

顧客の資産・負債統合サービス時代の到来（銀行、証券の垣根はますます低く）

顧客の求める金融サービス = 差別化の源泉

家計一覧（家族口座、中小企業の場合は法人口座も）統合サービス

各種書類の電子化（必要なときに画面上で確認）

アドバイス・サービス（ナビゲーション機能）

戦略的アウトソースなど提携戦略の重要性

自前主義に対する見極め、必要な機能を有する専門機関との連携や共通プラットフォームなどの
検討が成長戦略を左右する

アライアンス戦略の重要性

金融サービス業におけるIT活用戦略は経営の最優先課題
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（出所）Capgemini リテールバンク41行に対するインタビュー

（注）販売とは、販売プロセスがどのチャネルで完了したかを示すもので、シミュレーションや情報収集などの
プリセールス段階のものを除く

チャネル別販売構成比の推移
■ リテール顧客が電話、Webなどを通じて商品・サービスを購入する傾向は拡大傾向が続く。
■ 預金などの単純な商品から複雑な投資商品（保険などを含む）まで全ての商品に当てはまる。

（予測）
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（出所）Capgemini リテールバンク41行に対するインタビュー

（注）サービスとは、現金の引き出し、現金・小切手の預け入れ、送金事務、記帳業務、小切手帳発注依頼、ヘルプ
デスク、事故・クレーム対応、文書保管・管理などの日常的銀行取引を指す
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チャネル別サービス構成比の推移
■ 顧客サービスの自動化を強力に推し進めた結果、顧客はリモートチャネルを受け入れるようになった。
■ ATMからはじまった自動化の波はインターネットへ広がりを見せている。

（予測）
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総合金融サービスの「さきがけ」となったCMA
CMA＝Cash Management Account

（出所）野村資本市場研究所作成
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消費に伴う証券担保融資の実行（Investor Credit Line Service）消費に伴う証券担保融資の実行（Investor Credit Line Service）

マネー口座

2,000ドル

1回目のカード

利用代金

1,500ドル

2回目のカード

利用代金

2,000ドル

保有普通株式

30,000ドル

証券担保

融資枠

15,000ドル

預かり金

３００ドル

マネー口座

800ドル

1,500ドル

2,000ドル

保有普通株式

30,000ドル

証券担保

融資枠（注）

15,000ドル

保有普通株式

30,000ドル

・カードや小切手の利用額が
「預かり金」と「マネー口座」の
残高を超えた場合に、自動的
に証券担保融資が発動。

証券担保融資実行
1,200ドル

利用限度枠

15,000＋2,000＋300

＝17,300ドル

利用限度枠

17,300－1,500

＝15,800ドル

利用限度枠

15,800－2,000

＝13,800ドル

（注）証券担保融資枠を保有普通株式の50%で計算

・利用限度枠は、「預かり金」、「マネー口座」の残高、及び「証券担保融資枠」の合計。

・VISAカード利用の認証の際、認証額だけ利用限度枠は差し引かれる（ロックされる）。限度枠で利用金額を管理。

（出所）野村資本市場研究所作成

使途自由の証券担保融資
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顧客セグメントとITの関係（ﾁｬｰﾙｽﾞ･ｼｭﾜﾌﾞ）

（出所）Charles Schwab ”Business Update”April27,2004に一部加筆。ｼｪｱは2004年12月

■ 顧客特性に応じた細かなセグメントとセグメント毎にきめ細かいサービス体系とフィー体系を実現。
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口座一覧の具体例(ｳｪﾙｽ･ﾌｧｰｺﾞ、ﾁｬｰﾙｽﾞ･ｼｭﾜﾌﾞ）

■ ビジネス口座、家族の口座が一覧できる。

（プルダウンで口座を選択可能）

■ 前回ログイン日を表示することでセキュリ

ティチェックにも役立っている。
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口座一覧の具体例(ｱﾒﾘｶﾝ･ｴｷｽﾌﾟﾚｽ）

■ 一度のログオンで自分の保有するカー

ド（個人用、法人用とも）の一覧が可能。

■ ガソリンスタンドなど特定の業種で利用

すると割引が大きいカード。割引額は翌

月アカウントにクレジットされる。
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口座一覧の進化(ｳｪﾙｽ･ﾌｧｰｺﾞ）
■ デビットカードや自動支払いを分野別に分類して、毎月合計し、月ごとの支出変化を観察することを
可能にしている。
■ リンクが張られた数字をクリックするとさらに詳細な情報を得られるドリルダウン式。
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